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5. 唇・顎・口蓋裂術後患者について、術後 4 ヶ月未満の患者では軟口蓋筋の活動性が著明に低下し
ていることが認められた。術後数年を経た患者では、発音・吹き出し時の筋活動が著明に増強きれ
ると共に、発音時軟口蓋筋活動パターンの語音による区別が明確に行われていることが判明した。
論文の審査結果の要旨
本論文は、軟口蓋筋の活動状態と鼻咽腔閉鎖の関係を解明すると共に、正常人ならびに口蓋裂患者
における軟口蓋筋の活動性および活動様式の差異を筋電図学的に明らかにしたものである。
とくに、口蓋帆挙筋部における軟口蓋の筋電図積分値が鼻咽腔閉鎖程度と直線相関々係を有するこ
と。正常人においては鼻咽腔閉鎖強度の調節が口腔内圧に応じて営まれていること。発音時の軟口蓋
筋活動ノ〈ターンが語音により明確に区別きれていること。口蓋裂患者においては手術前では発音時の
軟口蓋筋活動が弱く発音時に一様に発声に随伴して生じる様相を呈すること。術後 4 ヶ月未満の患者
では筋活動は更に低下しているが術後数年を経た患者では発音時・吹き出し時の筋活動が著明に増強
されると共に発音時の筋活動パターンが正常人に近似すること、などが明らかじされた。これらの研
究結果は口蓋裂治療を有効に行うつえで重要な指針を与えるものである。
以上、本論文は価値ある業績であって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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